
　新年度を迎えるにあたり、謹んでご挨拶を申し上げます。
　2026年3月には、長年にわたり当院の医療を支えてくださった職員の皆様が、定年退職や異動により新
たなステージへと歩みを進められました。これまでの多大なるご尽力に深く感謝申し上げますとともに、
そのご功績を思うと一抹の寂しさも感じております。一方で4月には、多くの新たな職員を迎えることが
でき、組織として新たな一歩を踏み出すことができました。医療の現場では全国的に人手不足が深刻化
しており、当院においても医師・看護師をはじめとする慢性的な人員不足が続いておりますが、そのよ
うな中で志を同じくする仲間を迎えられたことは、大きな喜びであり、今後の医療提供体制の充実に向
けた力強い一歩であると感じております。
　本年度（令和8年度）は診療報酬改定の年にあたり、あわせて2040年を見据えた新たな地域医療構想へ
の対応が求められる重要な節目の年でもあります。今回の診療報酬改定は全体としてはプラス改定とな
りましたが、当院が担う神経難病や重症心身障害など、いわゆるセーフティネット領域の慢性期医療に
おいては、経営改善に直結するものとしてはなお十分とは言い難い状況にあります。さらに、医療界以
外での賃上げが進む中での人材確保、医療安全を支える各種機器への投資、高額医療機器の更新、電子
カルテシステムの運用・維持費用など、医療機関を取り巻く経営環境は一層厳しさを増しております。
近年ではAIやICTの活用による医療の質向上や効率化も期待されていますが、それらの導入にも相応の
コストが伴います。地域医療は一度その基盤が揺らぐと立て直しが極めて困難であり、持続可能な医療
提供体制を維持するためには、安定した経営基盤の確保が不可欠です。国におかれましては、地域医療
を守る観点から、引き続き実効性のある支援策の継続を期待するところです。
　こうした状況の中にあっても、当院では本年度も地域に根ざした取り組みを積極的に進めてまいりま
す。10月には平生町において「国立病院機構柳井医療センター公開講座」の開催を予定しております。
また、認知症疾患医療センターとしての役割を担い、認知症医療・介護従事者研修会を実施するととも
に、難病診療分野別拠点病院（神経・筋疾患）として、柳井健康福祉センターと
協働し難病研修会を開催する予定です。さらに、2026年3月12日の世界腎臓デー
にあわせて実施いたしました腎臓に関する啓発・相談会は、多くの方々にご参加
いただき、大変ご好評をいただきました。こうした取り組みは地域の皆様の健康
意識向上にもつながるものと考えており、新年度においても継続開催を検討して
おります。
　2026年度も引き続き、地域から「選ばれる病院」であり続けることを目標に、
一般神経疾患診療、神経筋難病医療、認知症医療、慢性腎不全に対する血液透
析・腹膜透析といった専門医療の提供に努めてまいります。あわせて、重症心身
障害児（者）医療をはじめとする国のセーフティネット医療、腹部救急疾患への
対応、高齢者医療にも積極的に関与し、地域の多様な医療ニーズに応えてまいり
ます。職員一同、柳井地域における医療の質の向上と安心の提供に尽力していく
所存です。関係医療機関ならびに障害福祉サービス機関の皆様におかれましては、
引き続きご理解とご協力を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。
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（２）第45号 柳井医療センターだより

新任医師の紹介

　この度広島大学より赴任して参りました、脳神経内科の牧　龍我です。
山口県での勤務は初めてです。地域のことを学びながら、医療にも貢献していけるよう頑張り
ます。よろしくお願いいたします。

脳神経内科　牧　龍我

●専門領域・所属学会
【専門領域】　脳神経内科一般　　【所属学会等】　日本内科学会・日本神経学会・日本脳卒中学会

　今年度より柳井医療センターで勤務させていただきます、外科の篠原充と申します。
これまで消化器外科領域を中心に診療・手術の経験を積んでまいりました。
　今後はこれまでの経験を生かし、地域医療に貢献できるよう努めるとともに、患者様一人ひ

とりに寄り添った医療を提供してまいります。今後とも何卒よろしくお願い申し上げます。

外科医師　篠原　充

●専門領域・所属学会
【専門領域】　一般外科・消化器外科一般　　【所属学会等】　日本外科学会（専門医）・日本消化器外科学会

新任職員の紹介

　この度、４月１日付で米子医療センターより赴任いたしました紀川（きがわ） と申します。
私にとって初めての国立病院勤務は、独立行政法人化前の当院である国立療養所柳井病院で
す。4年余り勤務した後に転出してから、今回が23年ぶりの勤務となります。再び出身病院で

勤務できることに、懐かしさを覚えるとともに、深く感謝しています。
　当院は、神経難病・重度心身障がいをはじめとする難治性疾患や透析、認知症の専門医療など、地域から幅
広く信頼される医療機関として取り組みを続けています。しかし近年、医療や障害福祉サービスを取り巻く環
境は、ますます厳しさを増しています。
　微力ではありますが、地域医療の更なる充実、健全で安定した病院運営、職員が働きやすい環境づくりに貢
献できるよう努めてまいります。ご指導・ご協力のほどよろしくお願いいたします。

紀川　収次事務部長

第45号（3）柳井医療センターだより

世界腎臓デー イベント
柳井医療センター初挑戦！

透析センター 看護師　弘　中　由　美

　毎年3月第2木曜日は世界腎臓デーです。慢性腎臓病の予防
と早期発見を目的に、世界各国、そして日本各地で啓発活動
が行われています。当院でも世界腎臓デーに合わせ、地域住
民を対象としたイベントを開催しました。案内チラシは柳井
市内の回覧板を通じて約2,700枚配布し、同時に柳井市広報
にも掲載しました。募集開始から20分余りで定員に達するほ
ど反響が大きく、当日は30名（男性10名、女性20名、平均
年齢75.5歳）の参加がありました。開催45分前から来場さ
れる方もおられ、ご夫婦や友人同士、お一人での参加など、
幅広い方々が関心を寄せてくださいました。
　松本冨夫医師による腎臓の働きの講義、森下栄養管理室長
による腎臓を守る食事の講義では、多くの参加者が熱心にメ
モを取り、腎臓病予防への高い関心がうかがえました。看護師による塩味の味覚テスト
や腎臓クイズでは、参加型で楽しみながら学べる内容となりました。
　体験コーナーでは、①健康相談②物忘れテスト③血圧・血管年齢測定④減塩食試食の
4ブースを全員が回ることができ、スタッフの連携によりスムーズに進行しました。ア
ンケート回収率は100％で、満足度・理解度ともに高く、「よく理解できた」「日常生
活に取り入れたい」「今後も参加したい」といった前向きな声が多く寄せられました。
　イベント終了後は、参加者の皆さまが笑顔で帰宅される姿が印象的で、地域の健康づ

くりに温かい輪が広がる一日となりまし
た。ご協力いただいた病院長をはじめ、ご
後援いただきました柳井市の保健師・管理
栄養士の皆さま、そして院内スタッフの皆
さまに心より感謝申し上げます。　

インスタグラムにも
掲載しています。

フォローお願いします！
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認知症疾患医療センターコーナー
第45号（5）

2025年度 認知症疾患地域医療連携協議会開催
　令和 8 年 3 月 12 日 ( 木 )、「2025 年度　認知症疾患地域医療連携協議会」を開催し
ました。
　今年は初めて昼間開催とし、出席者にとっても参加しやすいWEB開催としました。
協議会では、「認知症疾患医療センター実績報告」「各市町 ( 当医療圏域の１市 4 町 ) の
取り組み報告」「山口県柳井警察署より情報提供」「当センターより情報提供」を行いま
した。

　～警察署・交通課から～　2026年道路交通法改正について

　改正にあたり、高齢者に関連する内容として、これまで主に自動車等に適用されてい
た交通反則通告制度（いわゆる青切符）が、一定の条件下で自転車にも適用されるよう
になる点が示されました。飲酒運転など悪質な違反については、引き続き刑事手続きの
対象となります。検挙されることとなります。更に、生活道路における法定最高速度が
30㎞ /ｈへ見直されることについても説明がありました。
　自転車利用や生活道路の安全対策を強化することで、交通事故の減少を図ることが目
的とされています。

　～警察署・生活安全課から～　認知症有病者の行方不明状況等について

　認知症疑いで家族から届出があった行方不明事案は、全体の 4分の 1 を占めていると
の報告がありました。実際には届出に至っていないケースや早期発見事案も含めると、
2 分の１くらいを占めるようです。行方不明となった場合でも、早期に通報することで
発見につながる可能性が高くなることから、迅速な相談・届出の重要性が強調されました。
また、日頃からその日の服装や所持品の把握を行うこと、見守り体制の構築、スマート
タグ等の ICT機器の活用についても有効であるとの説明がありました。
　IT 技術の進展に伴い、スマートフォンや位置情報機器を活用した見守り体制の構築が
期待されています。
　外来患者やご家族に対しても、こうした情報提供を行っていくことが重要と考えられ
ます。
　事前調整の段階では通信環境への不安や、当日の円滑なコミュニケーションに関する
懸念もありましたが、出席者のみなさまのご協力により、無事終了することができました。
　今後は、出席者間でより活発な意見交換が行えるよう、環境整備に努めてまいります。

柳井医療センターだより（4）第45号 柳井医療センターだより

　開業医の先生方におかれましては患者さまをご紹介いただきありがとうございます。
　令和７年度の紹介患者数についてご報告させていただきます。今後も引き続きご紹介の程、よろしくお
願いいたします。また、ご紹介の際には事前予約にご協力をお願いいたします。

紹介患者さまについて紹介患者さまについて

地域医療連携室コーナー

Ｒ８.２月末現在

柳井医療センターの庭園です
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救急担当医

※担当医は変更となる場合があります

激しい腹痛、心窩部痛、
側腹部痛、腰痛、肛門会陰部痛、
鼠径部痛、下血症例

対象
患者

24時間365日体制で診療しています。

CT・ＭＲＩの検査予約を受付ています 
　当院では、ＣＴ及びＭＲＩの検査予約を行っています。
　下記の連絡先に予約を申し込んでください。放射線専門医
による読影結果は FAX 及び郵送にてお届け致します。撮影
画像はＣＤ－Ｒで患者様にお渡し又は郵送致します。
（至急依頼の場合の検査報告は検査後 2 時間ほどで出ますの
でＦＡＸ後、郵送致します。）

国立病院機構柳井医療センター放射線科受付
担当者　山本（やまもと）　　
電話：0820-27-0211　内線538 または 229
※なお、FAXでの申し込み及びその他の診療予約については地域医療
　連携室へ申し込んでください

ＣＴ・MRIの予約受付先

腹部救急診療腹部救急診療

R8.2 198.3

当院平均 患者数（人）
入　院

一　般
71.5
療養介護

64.8

外　来

69

紹介患者数
（人）

年　月

一般病床204床、療養介護病床76床

（R7年度計） 195.0 73.8 65.7 875

区分
R６
R７

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計平均
【紹介率】 単位：％
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86.6

73.7
63.6

81.6
73.6

75.0
84.2

75.3
83.1

80.6
74.0

79.1
81.7

は招聘医師 令和８年4月１日現在

病院の統計病院の統計

月 火 水 木 金 備　考

腎 臓 内 科

整 形 外 科

循 環 器 内 科

呼 吸 器 内 科

肝・胆・膵・消化器科

糖尿病・内分泌内科

内 視 鏡

皮 　 膚 　 科

泌 尿 器 科

脳神経内科

外　　　科

内 科

午後
　

鍵山　義斗
 かぎやま よしと

松本　信夫
  まつもと のぶお

松岡　功治
  まつおか こうじ

火・木曜日
午後手術日

第３週

第 3 週 以 外

要 予 約

要 予 約

要 予 約

沼田　智史
 ぬまた ともふみ

松本　信夫
 まつもと のぶお

松岡　功治
  まつおか こうじ

松岡　功治
 まつおか こうじ

上平　祐輔
 じょうひら ゆうすけ

大野　晴也
 おおの はるや

第2・4週

第1・3週

松本　信夫

　

宮地　隆史

西川　智和

松岡　功治

住元　　了

竹本　将彦

　

福田　雅道

藤野　　修

　

　

　

　

宮地　隆史

今村　栄次

西川　智和

牧　　龍我

篠原　　允

板本　進吾

竹本　将彦

　

 みやち たかふみ

 いまむら えいじ

 にしかわ ともかず

 まき りゅうが

 しのはら まこと

 いたもと しんご

 たけもと まさひこ

 まつもと のぶお

 たけした じゅん

 やまもと ゆみこ

 

 

 たけもと まさひこ

 いたもと しんご

 まつもと とみお

松本　信夫

西川　智和

　

山﨑　雅美

松本　富夫

　

松岡　功治

 まつもと のぶお

 　

 みやち たかふみ

 にしかわ ともかず

 

 まつおか こうじ

 すみもと りょう

 たけもと まさひこ

　

 ふくだ 　　まさみち

 ふじの しゅう

 まつもと のぶお

 にしかわ ともかず

 　

 やまさき まさみ

 まつもと とみお

 

 まつおか こうじ

 

松本　信夫

竹下　　潤

山本優美子

　

竹本　将彦

板本　進吾

松本　富夫

　

牧　　龍我

　

宮地　隆史

今村　栄次

 

住元　　了

　

篠原　　允

　

　

 

 まき りゅうが

 　

 みやち たかふみ

 いまむら えいじ

 

 

 すみもと りょう

 しのはら まこと

  

　

初　診

初　診

再　診

再　診

山﨑　雅美（隔週）
やまざき まさみ

山本優美子（隔週）
 やまもと ゆみこ

外 来 診 療 担 当 表外 来 診 療 担 当 表

武田　光司
 たけだ こうじ

眞田　竜平
 さなだ りゅうへい

古谷　元樹

　

大野　敦司

奥﨑　　体 渡　　直和

山﨑　修平
 やまさき しゅうへい

 ふるたに もとき

 おおの あつし

 おくさき たい わたり なおかず

午前

山﨑　雅美
 やまざき まさみ

竹下　　潤
たけした じゅん

　

森　　純一
 もり じゅんいち

（6）第45号 柳井医療センターだより


